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■企画・制作
桜映画社
株式会社エコー

■協力
日本芸術文化振興基
金

スタッフ
■原作� 宮沢賢治
■製作� 岡本さと子

福間順子
■脚本・演出

岡本忠成
■監修� 川本喜八郎
■音楽　　廣瀬量平
■演出助手

篠原義浩
■協力　　保坂純子

南波千波
■振付　　村田　大
■美術　　川下倫子

小野沢節子
徳山正実

■作画　　奥山玲子
阿部信子

他
■仕上　　槇坂千鶴子

鳴脇みえ子
■編集　　守髄房子
■ネガ編集

相沢尚子
■撮影　　高橋明彦

中出三記夫
■照明　　佐藤　護
■効果　　神山雄吉

ミュージッ
クファクト
リー

■録音　　甲藤　勇
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アニメーション作家・岡本忠成監督の遺作となったこの映画は、宮
沢賢治の名作を監督独自の解釈によって翻案構成している。新しい
作品にとりかかるたびに新たな手法に挑戦してきた岡本監督は、こ
の作品でも着想以来そのイメージを定着させるために立体から平面
へと試行錯誤を重ね、セルアニメによる新しい表現にたどりついた。
しかし、製作に着手して 2年後、病に倒れ急逝。遺された絵コンテ
をもとに、長年の友人である川本喜八郎が製作スタッフに加わり、
完成したアニメーション映画である。
作品は、自然破壊や動物虐待に対する岡本監督自身の厳しいまなざ
しが感じられ、場面の転換ごとに自然界からの人間たちへの警告が
発せられているようで、見るものを夢幻の世界へとひきこんでいく。
『おこんじょうるり』に次ぐ、（株）エコーとの共同制作第 2作目。

山奥に猟をしにやってきた二人のハンターが、獲物を追いかけてい
くうちに、森の奥深くに迷いこんでしまう。突然、霧の中からあら
われた館〈山猫軒〉。そして、二人が踏み込んだ不思議な料理店は、
幻想的な、しかし……。
　メッセージの掛かった扉を開けていくたびに、数々の奇妙な出来
事に遭遇する二人。
　やがて、二人は自分たちが何者かに料理されようとしていること
に気付き、逃げだそうとするが……。


